
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号

適
合
す
る

適
合
し
、
か
つ
、
第
三
十
四
条
の
九

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
協
同

組
織
金
融
機
関
に
該
当
す
る

第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号

イ

第
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号

ま
で

経
営
強
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
三

十
四
条
の
九
の
四
第
一
項
第
三
号
に

掲
げ
る
方
策
の
実
施
に
よ
り
当
該
地

域
に
お
け
る
中
小
規
模
の
事
業
者
に

対
す
る
金
融
の
円
滑
化
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
そ
の
他
当
該
方
策
が
当
該
地

域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
の
た
め

に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
並
び
に

第
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号

第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号

設
立
さ
れ
た
協
同
組
織
金
融
機
関
で

あ
る
と
き
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
適

合
す
る

設
立
さ
れ
た
協
同
組
織
金
融
機
関
で

あ
る
と
き
は
、
ハ
か
ら
ホ
ま
で
の
い

ず
れ
に
も
適
合
し
、
か
つ
、
第
三
十

四
条
の
九
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る

特
例
組
織
再
編
成
協
同
組
織
金
融
機

関
に
該
当
す
る

第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号

ニ

第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ

ま
で

経
営
強
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
三

十
四
条
の
九
の
四
第
二
項
第
三
号
ロ

に
掲
げ
る
方
策
の
実
施
に
よ
り
当
該

地
域
に
お
け
る
中
小
規
模
の
事
業
者

に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
そ
の
他
当
該
方
策
が
当
該

地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
並
び

に
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び

ハ

第
二
十
八
条
第
三
項

決
定
に
つ
い
て

決
定
に
つ
い
て
、
第
八
条
の
規
定
は

当
該
決
定
に
伴
い
信
託
受
益
権
等
の

買
取
り
を
行
う
場
合
に
お
い
て
協
同

組
織
金
融
機
関
が
発
行
す
る
当
該
信

託
受
益
権
等
に
係
る
優
先
出
資
に
つ

い
て

第
三
十
条
第
二
項

次
に

第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

第
三
十
条
第
二
項
第
三
号
及

び
第
四
号

第
四
条
第
一
項
第
七
号

第
三
十
四
条
の
九
の
四
第
一
項
第
三

号

第
十
六
条
第
一
項
第
五
号
ロ

第
二
項
第
三
号
ロ

第
三
十
条
第
六
項

第
二
項
中
「
次
に

第
二
項
中
「
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま

で
に

第
三
十
三
条
第
一
項

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
及
び
第
七
号

第
三
十
四
条
の
九
の
四
第
一
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で

第
三
十
三
条
第
二
項

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て

第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
要
件

第
三
十
三
条
第
二
項
第
三
号

第
四
条
第
一
項
第
七
号

第
三
十
四
条
の
九
の
四
第
一
項
第
三

号

第
三
十
四
条
第
三
項

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で

第
三
十
四
条
の
九
の
四
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号

同
項
第
七
号
又
は
第
十
六
条
第
一
項

第
五
号
ロ

同
項
第
三
号
又
は
同
条
第
二
項
第
三

号
ロ

第
四
条
第
一
項
第
七
号

同
条
第
一
項
第
三
号

含
む
。）

含
む
。）並
び
に
収
益
の
見
通
し

第
三
十
四
条
第
四
項

次
に

第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に

第
三
十
四
条
第
四
項
第
三
号

及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
項

の
表
前
条
第
一
項
の
項
及
び

前
条
第
六
項
の
項

第
四
条
第
一
項
第
七
号

第
三
十
四
条
の
九
の
四
第
一
項
第
三

号

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

組
織
金
融
機
関
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
経
営
強
化
計
画
に
係
る
特
定
組
織
再
編
成
に
よ
り
新
た
に
設

立
さ
れ
た
協
同
組
織
金
融
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
経
営
強
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
記
載
し

た
経
営
強
化
計
画
）
を
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
当
該
協
同
組
織
中
央
金
融
機
関
は
、
主
務
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
通
じ
て
、
経
営
強
化
指
導
計
画
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
又
は
特
例
組
織
再
編
成
協
同
組
織
金
融
機
関
が
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

経
営
強
化
計
画
の
提
出
を
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
経
営
強
化
計
画
を
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
経
営
強
化
計
画
と
、
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提
出
を
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
経
営
強
化

計
画
の
提
出
と
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
経
営
強
化
計
画
を
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同

条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
経
営
強
化
計
画
と
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
の
提

出
を
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
経
営
強
化
計
画
の
提
出
と
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
提
出
す
る
経
営
強
化
計
画
及
び
経
営
強
化
指
導
計
画
を
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画

及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
経
営
強
化
指
導
計
画
と
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
及
び
経
営
強
化
指

導
計
画
の
提
出
を
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
計
画
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
強
化
指
導

計
画
の
提
出
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
第
四
章
及
び
第
五
章
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）を

適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
特
定
特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
に
係
る
経
営
強
化
計
画
等
）

第
三
十
四
条
の
九
の
五

協
同
組
織
中
央
金
融
機
関
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
営
強
化
計
画
の
提

出
を
求
め
る
協
同
組
織
金
融
機
関
が
、
特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
の
う
ち
、
自
ら
が
特
定
事
態
に
よ
り
そ
の
経
営

基
盤
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
こ
と
、
特
定
事
態
に
よ
り
そ
の
経
営
基
盤
又
は
生
活
基
盤
に
著
し
い
損
害
を
受
け

た
債
務
者
に
対
す
る
債
権
（
第
三
号
、
第
四
項
第
三
号
イ
及
び
第
三
十
四
条
の
九
の
十
一
第
五
項
に
お
い
て
「
被

災
等
債
権
」
と
い
う
。）を
相
当
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
経
営
基
盤
が
特
定
事
態
の
著

し
い
影
響
を
受
け
、
財
務
の
状
況
を
確
実
に
見
通
す
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条

及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
」
と
い
う
。）で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
特
例

協
同
組
織
金
融
機
関
に
対
し
、
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
強
化
計
画
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項

並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
引
受
け
又
は
貸
付
け
を
求
め
る
額
及
び
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
経
営
強
化
計
画

（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
四
条
の
九
の
八
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
特
例
経
営
強
化
計
画
」
と
い
う
。）の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

特
定
特
例
経
営
強
化
計
画
の
実
施
期
間
（
五
年
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
事
業
年
度
の
終
了
の
日
を
終

期
と
す
る
も
の
に
限
る
。）

二

経
営
指
導
契
約
（
特
定
特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
の
経
営
の
改
善
を
支
援
す
る
た
め
、
協
同
組
織
中
央
金
融

機
関
が
当
該
特
定
特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
と
の
間
で
締
結
す
る
契
約
で
あ
っ
て
、
当
該
協
同
組
織
中
央
金
融

機
関
が
当
該
特
定
特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
の
経
営
の
改
善
の
た
め
に
指
導
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
当

該
特
定
特
例
協
同
組
織
金
融
機
関
が
当
該
措
置
に
基
づ
き
適
切
に
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
を
約
す
る
も
の
を
い

う
。
第
四
項
第
三
号
ハ
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
内
容
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